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表紙

昭和59年の主な出来事
●日本人の平均寿命が男女と
も世界一に
●コアラ６頭がオーストラリ
アから日本に初上陸

夏まつり

　今回は広報いいおか昭和59年
８月号を紹介します。
　表紙は、若者や家族連れなどで
にぎわいを見せる海水浴場での
「宝さがし」の様子です。約3,000
人が参加し、砂浜は大勢の人で埋
め尽くされました。
　そのほかでは、当時の夏の恒例
行事であった「夏まつり」を報じて
います。各地区のみこしや小学生
の鼓笛隊パレードのほか、自衛隊
の音楽隊による演奏も披露される
など、町を挙げて盛大に開催され
ました。
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廃棄食材の有効活用
　新型コロナウイルスの影響で出荷量が減少し、廃棄さ
れていた千葉県産豚レバーを学校給食に有効活用する「レ
バー食べれば、鉄人になれるプロジェクト」を、令和３年
度から行っています。学校給食センターと千葉県食肉公社、
加工会社などが連携して、豚レバーを使ったメニューを開
発し、毎月１回「鉄人給食」として提供しています。これま
で「鉄人ソーセージ」や「鉄人つくね」などを考案し、子ども
たちにおいしく食べてもらっています。
　この取り組みが高く評価され、１月に千葉県循環型社会
形成推進功労者として、県知事から表彰を受けました。

　食品ロス削減の一番の対策は、子どもたちが「おいしい」
と給食を残さず食べてくれることです。今後も地域の豊富
な食材を生かして、おいしい給食作りに努めます。

　ＳＤＧｓとは「持続可能な開発目標」の略称で、その中に
は「食」に関する目標も掲げられています。特に、食べられ
るのに捨てられてしまう食品、いわゆる「食品ロス」が大き
な問題として取り上げられています。
　食品ロスを削減するために、学校給食センターが取り組
んでいる活動を紹介します。

食品ロス削減の啓発活動
　給食指導資料動画「きゅうしょくチャンネル」を定期的に
作成して、市内の小学校に配布しています。その中で毎年
１回、食品ロスをテーマとして取り上げ、給食ができるま
での生産者や調理員の工夫、給食の食べ残しの処理方法や
「もったいない」の精神などを児童に伝えています。
　各家庭に配布し
ている「給食だよ
り」でも給食の食
べ残しの現状をお
知らせし、家庭で
食品ロスについて
考えるきっかけづ
くりを行っていま
す。

豚レバーを使った鉄人給食 熊谷県知事から感謝状を授与

動画「きゅうしょくチャンネル」

ＳＤＧｓから見る学校給食
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